
平
成
29
年
度
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　

大
洲
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
・
お

お
ず
女
性
塾
で
は
、
女
性
の
自
主
的
活

動
や
男
女
の
区
別
な
く
自
己
実
現
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
「
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

男
性
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
入
場
無
料
で
す
）

【
日　

時
】　

１
月
14
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

【
場　

所
】　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
講　

師
】　

中
井　

宏
次
さ
ん

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

☎
㉔
１
７
２
８

マンホールカード始めました

　下水道事業に関心を持っ
てもらうため、下水道広報プ
ラットホーム（GKP)が企画・
監修するマンホールカードを
大洲市でも作成し、12月 9 日
㈯より配布を開始しました。
【配布場所】
大洲まちの駅あさもや
※12月29日㈮～31日㈰は休み
【配布時間】
午前 9 時～午後 6 時
【注意事項】
　カードは配布場所に訪れる
ことで入手できます。郵送で
の取り扱いはしていません。
配布は 1 人 1 枚に限ります。

【問い合わせ先】
下水道課　☎24－1720

※ 

当
日
、
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
託
児
を
行
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
　
　
中
井
　
宏こ
う

次じ

　
さ
ん

　

１
９
７
５
年
生
ま
れ
。
大
阪
薬
科

大
学
卒
業
。
同
年
に
田
辺
三
菱
製
薬

株
式
会
社
に
入
社
し
、
２
０
０
７
年

に
退
社
。
そ
の
後
、「
医
笑
同
源
：

笑
い
で
心
豊
か
な
歓
び
の
あ
る
生
活

を
！
」
テ
ー
マ
に
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

健
康
笑
い
塾
を
設
立
し
、
生
活
に
お

け
る
笑
い
の
重
要
性
を
啓
発
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
薬
家
き
く
臓
」
の
芸
名
で

落
語
も
嗜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

【演　題】

「顔が笑う　こころが笑う　
脳が笑う」
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県営住宅の空き家待ち入居者を募集します

【募集対象住宅】（ 4 団地 7 棟140戸）
▽神山団地（昭和58～59年建設） 2 棟50戸
▽松柏団地（平成元年建設） 2 棟30戸
▽白浜団地（平成12年建設） 1 棟30戸
▽大洲東団地（平成 7 年建設） 2 棟30戸

【受付期間】
平成30年 2 月 1 日㈭～ 9 日㈮
※土日・祝日を除く
※申込書の配布は 1 月上旬から

【受付場所】
愛媛県南予地方局　八幡浜土木事務所管理課

（八幡浜市北浜 1 丁目 3 番37号）

【入居順位の抽選】
▽抽選日時：平成30年 3 月 5 日㈪
　　　　　　午後 1 時30分～
▽抽選場所：愛媛県八幡浜庁舎 7 階中会議室

【資格審査・入居案内】
　空き家が出来次第、入居順位に従い連絡します。
※ 入居資格要件を満たしている場合のみ入居許可し

ます。
※ 県の判断により、入居順位以外の者を優先入居さ

せたり、空き家のまま残したりする場合があります。

　ご不明な点については、下記までお問い合わせく
ださい。

　既設の県営住宅に空き家が生じた場合に、入居していただく世帯を次のとおり募集します。今回の申し込
みは、次年度の抽選日の前日まで有効です。

【問い合わせ先】　愛媛県南予地方局八幡浜土木事務所管理課
　　　　　　　　☎0894（22）4111（内線405）

　

新
春
を
寿こ
と
ほ

ぐ
と
と
も
に
新
成
人
の
前

途
を
祝
福
す
る
た
め
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
一
般
参
加
者
に
よ
る
寒
中
水
泳

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
学
生
に
よ
る

水
書
・
日
傘
、
会
員
に
よ
る
日
本
泳
法

（
古
式
泳
法
）
の
披
露
な
ど
も
行
い
、

最
後
に
餅
ま
き
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

水
泳
の
飛
び
入
り
参
加
者
も
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

【
日　

時
】

１
月
８
日
㈪　

午
後
２
時
〜

（
受
け
付
け
：
午
後
１
時
〜
）

　

商
売
繁
盛
や
家
内
安
全
、
五
穀
農
穣

を
祈
願
し
た
「
十
日
え
び
す
ま
つ
り
」

が
大
洲
神
社
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

福
笹
や
福
袋
な
ど
の
縁
起
物
の
販
売

や
、
鯛
が
当
た
る
福
餅
ま
き
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
期　

間
】

１
月
９
日
㈫
〜
11
日
㈭

※ 

鯛
が
当
た
る
福
餅
ま
き
は
10
日
㈬
に

実
施

【
場　

所
】
大
洲
神
社
（
大
洲
市
大
洲
）

【
内　

容
】
餅
ま
き
、
露
店
販
売

第
64
回　

大
洲
市
寒
中
水
泳
大
会

え
び
す
ま
つ
り

【
会　

場
】
柚
木
如に
ょ

法ほ
う

寺じ

河
原

【
主　

催
】

主し
ゅ

馬め

神
伝
流
保
存
会
・

大
洲
水
泳
協
会

【
後　

援
】

大
洲
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

主
馬
神
伝
流
保
存
会

事
務
局
（
中
央
公
民
館
）

☎
�
９
９
９
４
・
☎
㉔
２
１
１
１
㈹

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
神
社　

☎
㉔
３
６
８
３
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その他
2億1,395万円
2.3％

普通建設事業費
8億7,130万円
9.3％

歳出総額

93億7,737万円

補助費等
21億3,927万円
22.8％

人件費
20億4,213万円
21.8％扶助費

14億9,331万円
15.9％

物件費
13億2,525万円
14.1％

公債費
12億9,216万円
13.8％

歳　入

98億3,868万円
63億6,635万円

020億40億60億80億100億120億

地方交付税

市　　　税

国庫支出金

繰　越　金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

地方消費税交付金

地方譲与税

そ　の　他

歳　出

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億 90億 100億80億70億

民　生　費

総　務　費

公　債　費

教　育　費

衛　生　費

土　木　費

商　工　費

消　防　費

そ　の　他

予算額 268億  878万円
執行額 135億7,134万円 執行額  93億7,737万円

予算額 268億 878万円

46.9％

21.0％

16.0％

7.6％

3.3％

1.5％

0.9％

0.8％

2.0％

32.1％

17.2％

12.8％

11.2％

8.0％

6.3％

4.3％

3.3％

4.8％

歳入総額
約136億円

歳出総額
約94億円

42億3,504万円
28億4,313万円

15億4,869万円
21億6,707万円

30億7,958万円
10億3,533万円

8億5,300万円
4億4,576万円

5億7,550万円
2億  656万円

3億3,093万円
1億2,251万円

3億8,100万円
1億1,173万円

59億6,636万円
2億7,290万円

36億2,837万円
16億1,112万円

26億9,814万円
11億9,898万円

28億9,029万円
10億5,125万円

33億7,947万円
7億5,136万円

25億1,943万円
5億8,995万円

10億5,404万円
4億  480万円

8億1,723万円
3億  883万円

14億2,484万円
4億5,181万円

83億9,697万円
30億 927万円

歳　
　

入

地方交付税 どの地域に住む人でも、一定水準のサービスが受けられ
るよう国から交付されるお金

繰 越 金 前年度から繰り越したお金

歳　
　

出

民 生 費 主に福祉の充実のために使ったお金

総 務 費 市役所の管理、電算システム、戸籍、税などの事務に使っ
たお金

公 債 費 市が借り入れた市債（借金）の返済に使ったお金

歳
出
性
質
別

補 助 費 等 団体への補助金や、消防などの事務を共同で処理するた
めに設立された組合への負担金などに使ったお金

扶 助 費 児童手当や福祉医療、介護福祉施設・保育所の運営など
に使ったお金

物 件 費 ごみ処理やバスの運行、公共施設の運営などに使ったお
金

普通建設事業費 道路や公園などの公共施設を建設するために使ったお金

（上のグラフ）↑

（右のグラフ）→

平成29年度上半期のお金の使われ方

　大洲市財政状況の公表等に関する条例第２条および地方公営企業法第40条の２の規定により、平成29年
４月１日から平成29年９月30日までの本市の財政状況および業務状況を次のとおり公表します。

自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

財政状況をお知らせします

一般会計性質別執行状況

一般会計予算執行状況（平成29年度上半期の歳入・歳出の状況）

用 語 解 説

平成２9年度上半期
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農業集落排水事業

予算現額 1億 534万円

収入済額 277万円

支出済額 916万円

差　引 △639万円

国民健康保険

予算現額 64億8,780万円

収入済額 22億8,283万円

支出済額 27億2,365万円

差　引 △4億4,082万円

公共下水道事業

予算現額 16億2,704万円

収入済額 8,406万円

支出済額 4億 8,611万円

差　引 △4億   205万円

温 泉 事 業

予算現額 852万円

収入済額 86万円

支出済額 104万円

差　引 △18万円

商業集積施設管理

予算現額 316万円

収入済額 137万円

支出済額 0万円

差　引 137万円

種　　　別 面 積 な ど

宅　　　地 1,950,886㎡

山　　　林 4,595,487㎡

田　　　畑 179,089㎡

雑　種　地 104,175㎡

建　　　物 379,965㎡

立　　　木 99,383㎥

名　　　称 金　　　額

財 政 調 整 基 金 30億2,181万円

減 債 基 金 10億5,045万円

土 地 開 発 基 金 4億  967万円

その他特定目的基金など 42億  727万円

出 資 金 な ど 3億1,168万円

合　　　計 90億  88万円

区　　　分 総　収　益 総　費　用 当期純利益

工業用水道 425万円 434万円 △9万円

水　　　道 3億7,956万円 1億8,171万円 1億9,785万円

病　　　院 16億1,096万円 15億2,813万円 8,283万円

国保診療 所

予算現額 1億 735万円

収入済額 3,217万円

支出済額 4,931万円

差　引 △1,714万円

簡易水道事業

予算現額 3億 662万円

収入済額 2,865万円

支出済額 9,304万円

差　引 △6,439万円

土地取得造成

予算現額 23万円

収入済額 0万円

支出済額 0万円

差　引 0万円

介 護 保 険

予算現額 52億8,911万円

収入済額 20億1,668万円

支出済額 21億2,836万円

差　引 △1億1,168万円

項　　　目 金　　　額
１　 世　 帯
当 た り の
負 担 額

１　　　 人
当 た り の
負 担 額

割　合

市　民　税 9億8,345万円 48,836円 22,160円 34.6％

固定資産税 15億7,123万円 78,023円 35,405円 55.3％

た ば こ 税 1億2,981万円 6,446円 2,925円 4.6％

軽自動車税 1億5,816万円 7,854円 3,564円 5.5％

入　湯　税 48万円 24円 11円 0.0％

合　　　計 28億4,313万円 141,183円 64,065円 100.0％

区　　　分 件数 現　在　高 １世帯当たりの額 市民１人当たりの額

一般会計分 330 228億6,429万円 1,135,380円 515,205円

特別会計分 171 58億6,489万円 291,235円 132,155円

企業会計分 69 53億8,101万円 267,208円 121,251円

合　　　計 570 341億1,019万円 1,693,823円 768,611円

港湾施設事業

予算現額 1,109万円

収入済額 153万円

支出済額 629万円

差　引 △476万円

住宅新築資金等貸付事業

予算現額 1億7,133万円

収入済額 222万円

支出済額 1億6,531万円

差　引 △1億6,309万円

後期高齢者医療

予算現額 6億3,308万円

収入済額 1億8,213万円

支出済額 1億9,429万円

差　引 △1,216万円

特別会計の状況

市有財産の状況（市が所有する土地・建物・基金など）

企業会計の状況（水道や病院の経営状況）

市税と市民負担の状況

市債の状況（市の借入金の残高）
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身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
場
合
で
も
、
要
介
護
認
定

者
な
ど
で
、
寝
た
き
り
度
や
認
知
症
の

状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合

は
、
市
で
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
、
こ
の
認
定

書
で
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
を
す
る

と
、
所
得
控
除
（
障
害
者
控
除
）
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

【
認
定
書
交
付
対
象
者
】

　

大
洲
市
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
と
市
長
が

認
定
し
た
人

▽ 

身
体
障
が
い
者
（
１
〜
６
級
）
に
準

ず
る
障
が
い
が
あ
る
人

　

愛
媛
県
が
策
定
す
る
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
（
案
）
を
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
案
に
ご

意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
の
終
了
日
ま

で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

内
容
は
、
縦
覧
期
間
に
お
い
て
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
都
市
計
画
課
か
ら

の
お
知
ら
せ
）
で
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】

平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
〜
23
日
㈫

寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

大
洲
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

変
更
（
案
）
の
縦
覧
に
つ
い
て

▽ 

知
的
障
が
い
者
（
軽
度
〜
重
度
）
に

準
ず
る
障
が
い
が
あ
る
人

▽
寝
た
き
り
高
齢
者

※ 

介
護
認
定
資
料
・
医
師
の
診
断
書
な

ど
を
も
と
に
、
市
の
認
定
基
準
表
で

判
定
し
ま
す
。
な
お
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
で
も
該
当
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

既
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
で
控
除

を
受
け
て
い
る
人
や
、
本
人
ま
た
は

扶
養
者
が
非
課
税
で
申
告
の
必
要
が

な
い
人
は
、
認
定
書
の
取
得
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

☎
㉔
１
７
１
４

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先
】

大
洲
市
都
市
整
備
課

愛
媛
県
都
市
計
画
課
（
県
庁
第
２
別
館

３
階
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課　

☎
㉔
１
７
１
９

愛
媛
県
都
市
計
画
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
７
３
８

　大洲市では、同和問題をはじめとする人権問
題の解決に向けて取り組んでいます。つきまし
ては、以下の要領で人権に関する意識調査を実
施します。
　この調査は、大洲市が取り組む人権を尊重す
る社会づくりに向けた基礎資料を得ることを目
的に行います。みなさんのご協力をお願いしま
す。

【調査対象】
大洲市内に在住の20歳以上の市民1,200人
※ 住民基本台帳登録データから、無作為に抽出

します。
【調査期間】平成30年 1 月下旬～ 2 月上旬
【調査方法】郵送による無記名調査

【問い合わせ先】人権啓発課　☎24－1746

　民生委員・児童委員の退任に伴い、厚生労働
大臣から新たに委員が委嘱されました。（敬称略）
　今回委嘱された委員の任期は、平成31年11月
30日までです。

【新任委員名】大野　富
ふ

美
み

惠
え

【電 話 番 号】26－1440
【地　区　名】三善
【担 当 地 区】山高、阿寄、坂本、大谷、田辺
【退任委員名】渡邊　則

のり

文
ふみ

【問い合わせ先】
社会福祉課　☎24－1715
長浜支所　　☎52－1111
肱川支所　　☎34－2311
河辺支所　　☎39－2111

「人権に関する意識調査」のお知らせ 新たに民生委員・児童委員が
委嘱されました
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愛
媛
県
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

　

特
定
最
低
賃
金
は
、
特
定
の
産
業
に

つ
い
て
、
関
係
労
使
が
基
幹
的
労
働
者

を
対
象
と
し
て
、
地
域
別
最
低
賃
金
よ

り
金
額
水
準
の
高
い
最
低
賃
金
を
定
め

る
こ
と
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
設
定

さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
左
表
の
と
お
り
愛
媛
県

特
定
最
低
賃
金
を
改
正
し
、
12
月
25
日

㈪
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
愛
媛
県
内
で
使
用
さ
れ
る
ア

ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
を

含
む
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
愛

媛
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
１
日
か
ら
、

１
時
間
当
た
り
22
円
引
き
上
げ
、
時
間

額
７
３
９
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局　

賃
金
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）
５
２
０
５

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
１
７
５
０

2₀歳になったら、国民年金

　日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の人は国

民年金に加入しなければなりません。国民年金は老

後の生活保障だけでなく、病気や事故で障がいが

残った場合や、一家の働き手が亡くなった場合など、

万が一のときにあなたや家族を支えてくれる制度で

す。

　ただし、加入の届け出や保険料の納め忘れがある

と、年金を受け取ることができない場合があります

ので、忘れずに手続きしましょう。

　すでに厚生年金に加入している人は手続きの必要

はありません。また厚生年金に加入している人の配

偶者として扶養されている人は、配偶者の勤務先で

手続きをしてください。

　また、学生や収入が少なく保険料の支払いが難し

い場合は、学生納付特例制度や免除制度を利用でき

ます。詳しくは下記へお問い合わせください。

【問い合わせ先】　松山西年金事務所　☎089（925）5105
　　　　　　　　保険年金課　☎24－1713

（注）上記の特定最低賃金には、適用外の労働者と、
①から③の産業には適用除外の業種が定められてい
て、これらに該当する場合は、愛媛県最低賃金が適
用されます。

必ずチェック

最低賃金
使用者も、労働者も。

産業名 時間額

① パルプ、紙製造業 869円

② はん用機械器具、生産用機械
器具、業務用機械器具製造業 877円

③
電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

849円

④ 船舶製造・修理業、舶用機関
製造業 886円

⑤ 各種商品小売業 772円
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お

 

し
ら
せ

　

鹿
野
川
荘
改
修
工
事
の
た
め
平
成
29

年
12
月
６
日
㈬
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
㈯
ま
で
の
間
、
全
館
休
業
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー「
鹿
野
川
荘
」

☎
34
２
０
０
０

文
化
財
防
火
デ
ー

（
月
〜
土　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
）

U
R
L
:h
ttp
://w

w
w
1.q
u
olia.

ne.jp/~k-sou/

　

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
１
９
４
９
年
１
月
26
日
、
世
界

最
古
の
木
造
建
築
物
と
し
て
知
ら
れ
る

奈
良
県
の
法
隆
寺
金
堂
か
ら
出
火
し
、

堂
内
の
貴
重
な
仏
教
壁
画
の
大
半
が
焼

損
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
１
９
５

５
年
か
ら
国
民
の
文
化
財
へ
の
愛
護
精

神
を
高
め
る
た
め
、
１
月
26
日
を
文
化

財
防
火
デ
ー
と
定
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
生
活
す
る
大
洲
市
内
に

も
、
大
洲
城
や
長
浜
町
庁
舎
、
小
薮
温

泉
本
館
な
ど
の
重
要
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意

識
を
高
め
て
、
財
産
で
あ
る
貴
重
な
文

化
財
を
守
り
、
後
世
へ
伝
え
残
し
ま

し
ょ
う
。

　

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
各
地

域
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、

家
族
で
避
難
所
や
避
難
方
法
、
連
絡
方

法
な
ど
を
話
し
合
い
、
非
常
持
出
品
を

準
備
し
て
お
く
な
ど
、
災
害
が
発
生
し

た
時
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１

【
日　

時
】

１
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
〜

【
場　

所
】

オ
オ
ズ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
・
朝
霧
の
間

（
大
洲
市
東
大
洲
１
３
４
１
）　　
　

【
内　

容
】

集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
の
回
し

打
ち
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

被
害
に
関
し
、
国
か
ら
和
解
金
支
払
な

ど
の
救
済
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
に

つ
い
て

※
予
約
不
要
、
参
加
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

広
島
弁
護
団
事
務
局

☎
０
１
２
０
（
１
０
）
６
５
８
９

　

平
成
23
年
度
の
発
行
か
ら
５
年
を
経

過
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
新

た
に
「
暮
ら
し
の
べ
ん
り
帳
」
を
株
式

会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
同
で
発

行
し
ま
す
。

　

べ
ん
り
帳
に
掲
載
す
る
広
告
募
集
の

た
め
、
左
記
の
と
お
り
市
内
事
業
所
を

訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
訪
問
業
者
】
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

【
訪
問
期
間
】
12
月
〜
３
月

【
発
行
予
定
】
平
成
30
年
６
月

【
配
布
対
象
】
市
内
各
世
帯

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
㉔
１
７
２
８

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
大
洲
市
説

明
会
の
お
知
ら
せ

﹁
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
大
洲
﹂

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

﹁
鹿
野
川
荘
﹂
の
休
業
の

お
知
ら
せ
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販
売
実
務
科
の
前
期
訓
練
生
（
知
的
障

が
い
者
対
象
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
人
員
】
10
人

【
募
集
期
間
】

１
月
４
日
㈭
〜
２
月
14
日
㈬

【
応
募
資
格
】

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

▽ 

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
（
療
育
手
帳

を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た
は
公
的
機

関
の
判
定
を
受
け
た
人
）

▽ 

求
職
中
で
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受

講
指
示
、
受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
支

持
を
受
け
ら
れ
る
人

▽ 

職
業
訓
練
の
受
講
に
意
欲
が
あ
り
、

販
売
実
務
科
の
全
過
程
を
修
了
で
き

る
人

▽ 

松
山
高
等
技
術
専
門
校
へ
の
通
学
が

可
能
な
人

【
応
募
方
法
】

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
願
書
な
ど
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
訓
練
期
間
】

４
月
11
日
㈬
〜
９
月
13
日
㈭

※ 
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
立
松
山
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
９
（
９
２
４
）
５
８
０
８

募
　集

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
法
務

省
管
轄
支
局
○
○
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、

公
的
機
関
を
装
っ
て
未
納
料
金
の
訴
訟

を
知
ら
せ
る
ハ
ガ
キ
に
関
す
る
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
ハ
ガ
キ
は
架
空
請
求
で
す
の
で
決
し

て
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
愛
媛
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
お
住
ま

い
の
市
町
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
２
５
）
３
７
０
０

℻
０
８
９
（
９
４
６
）
５
５
３
９

URL:https://w
w
w
.

pref.ehim
e.jp/h15100/

h29kakuuseikyuu/2910
23houmusyou.html

職
業
訓
練
生
（
知
的
障
が
い

者
対
象
）
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
₃₀
年
度
入
校
選
考（
後

期
募
集
）
の
ご
案
内

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
に
注
意

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

₄
月
生
募
集

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
学
校
で
は
、

左
記
の
と
お
り
後
期
募
集
の
入
校
選
考

を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
科
目
】

 

高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
２
年

間
課
程

▽
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

▽
自
動
車
整
備
科

▽
メ
タ
ル
技
術
科

【
入
校
日
】

４
月
11
日
㈬

【
願
書
受
付
期
間
】

１
月
４
日
㈭
〜
26
日
㈮

【
選
考
試
験
】

２
月
２
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜

【
合
格
発
表
】

２
月
９
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

〒
７
９
２
・
０
０
６
０

新
居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３
・
２

☎
０
８
９
７
（
４
３
）
４
１
２
３

℻
０
８
９
７
（
４
１
）
９
８
８
０

　

平
成
30
年
度
松
山
高
等
技
術
専
門
校

　

再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
を
対
象

に
、
新
た
な
技
能
・
技
術
お
よ
び
専
門

知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
て
、
平
成
30
年
４
月
生
を
募
集
中
で

す
。

【
募
集
科
名
】

▽
住
宅
・
福
祉
リ
フ
ォ
ー
ム
科

▽
電
気
設
備
技
術
科

▽
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
科

▽
溶
接
も
の
づ
く
り
科

【
訓
練
期
間
】

６
カ
月
（
平
成
30
年
４
月
〜
）

【
募
集
期
間
】

２
月
６
日
㈫
〜
３
月
５
日
㈪

【
受
講
対
象
者
】

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
な
ど
の
求
職
者

の
人
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講
指
示
・

推
薦
を
受
け
ら
れ
る
人

【
受
講
料
】
無
料

※
教
科
書
な
ど
自
己
負
担
あ
り

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

☎
０
８
９
（
９
７
２
）
０
３
２
９
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